





　『ナルニア国物語 / 第 1 章：ライオンと魔女』は、2005 年 12 月 9 日にアメ
リカで公開され、「封切られるや『ハリー･ポッターと炎のゴブレット』を抜い
て、堂々の NO.1 ヒット」と日本版オフィシャルサイト 1) では伝えている。
　同じファンタジーに属しながら、『ナルニア国物語 / 第 1 章：ライオンと魔
女』に関しては、ハリー・ポッターシリーズに見られるような議論 2) はキリス
ト教徒の間には見られない。ハリー・ポッターシリーズには、キリスト教的要


































































































































































　表 3 の 5 ～ 9 までは倫理に関する項目である。ハリー・ポッターシリーズ
とロード・オブ・ザ・リング三部作の、福音主義者たちによる受け入れられ方
が異なる理由の一つに、後者は高い倫理観に裏打ちされている一方、前者には










12 01 ～ 03 魔法を使うと見せかけて、マグルの少年がそれを見て慌てふためくのを楽しむ。
12 32 ～ 33 嫌味を言う。
13 08 ～ 09 呪文らしきものを口にして、マグルの少年をからかう。
44 12 ～ 13 父親にしかられて赤面し、怒っている同級生を見て喜ぶ。
56 04 ～ 07 未成年の魔法使いはマグルの世界で魔法を使ってはいけないことになっているが、自分で状況を勝手に判断して、魔法を使ってしまう。
57 35 ～ 36 すぐに飽きてしまう。
45ハリー･ポッターとナルニア国物語をめぐる
議論についての覚書
65 11 ～ 13 先生に理屈をこねる。
70 09 迷惑をかけた人たちのことをすぐに忘れてしまう。
82 35 ～ 36 いつでもどこでも話しかけてくる下級生をなんとかふりきろうとする。
85 06 嘘をつく。
91 23 ～ 24 先生に口答えする。
97 02 管理人に口答えする。
97 24 ～ 26 管理人宛の手紙を盗み見する。
98 30 嘘をつく。
103 27 嘘をつく。
105 13 ～ 14 kill という言葉を聴いて、恐れとわくわくした気持ちの両方を感じる。
108 13 ～ 16 殺された猫の飼い主は気の毒だが、退学になりそうだった自分はもっと大変だったと思う。
109 25 ～ 26 嘘をつく。
120 08 ～ 19 証拠もないのに、ある学生が犯人だと疑う。
120 24 学校の規則を破ることも厭わない。
124 12 ～ 14 嘘をついて本を図書館から持ち出す。
133 09 ～ 10 絞め殺すぞと脅す。
140 35 ～ 36 鼻がメロンのようにふくらんでしまった生徒を見て、笑いをこらえる。
141 07 ～ 08 騒ぎを起こしたのに白を切る。
143 01 人が倒れても、それが気に食わない人物なので、かわいそうだと思わない。
143 24 ～ 26 ある女子生徒のことを、『醜い老婆との休日』の中に出てきた写真、と形容する。
143 38 ～ 40 相手を倒すために、決闘のきまりを破る。
147 34 ～ 35 自分も他人のことを疑っているのに、反対に自分が他人に疑われると、疑っているほうが馬鹿だと思う。






188 30 ～ 31 上手く説明できないので、部屋が荒らされたことを先生に言わない。
190 01 ～ 02 先生に口答えする。
192 03 ～ 04 外出が禁止されている状況で、内緒で外出できるように、姿が見えなくなる外套を用いる。
192 06 ～ 07 学校を内緒で抜け出す。
211 01 ～ 02 学校で学んでいることは試験されるに値するほど有益であるとは思っていない。
213 35 ～ 37 嘘をつく。
214 35 ～ 36 先生に内緒で、紙切れを手にしようとする。
216 39 ～ 40 職員室に隠れて、先生の話をこっそり聞く。
221 17 ～ 18 嫌な人物が震えているのを見て喜ぶ。


































































































取れる包括主義 ― これもリベラル派の流れに属するのだが ― について、な
ぜ同じように批判の声を上げないのか、という点である。

































http://www.disney.co.jp/narnia/shell_content.html（2007 年 3 月 2 日現在）
加藤（2005）を参照。
ハリー・ポッターシリーズには、キリスト教的な要素が含まれるとするキリスト教
徒もいるが、Ted Baehr と Tom Snyder 共著 Frodo & Harry ― Understanding Visual 
Media and Its Impact on Our Lives の p.196 では、ハリー・ポッターシリーズをキリス
ト教的だとする John Granger 著 The Hidden Key to Harry Potter は現代オカルティズ
ムの父である Manley P. Hall の著作に似ているとして、Granger の主張を退けてい





C.S. Lewis『子どもたちへの手紙』p.161 l.6 – 9
同 l.6 – 9
Fantasy and Your Family p.245 – 249 で は、Elizabeth Schafer 著 Beacham’s 
Sourcebooks for Teaching Adult Fiction: Exploring Harry Potter と Beacham's online 
companion Web site を紹介している。
加藤（2005）。
Fantasy and Your Family p. 154 l.11 – 13
『キリスト教の精髄』p.71 l.6 – 8
同 p.92 l.14 – 16















同 p.274 l.13 -14
ただし、『キリスト教の精髄』p.113 l.13 – p.114 l.3 では、C.S. Lewis は、キリス
ト教を知らない人々が救われるかどうかは、神は聖書で何も語っておられないので、
われわれにもわからない、としている。
『ニューエイジの罠』p.95 l.11 – 15
同 p.94 l.12 – p.95 l.4 によれば、現在のカトリックも、この立場に近い。
同 p.101 l.9 – 11
What’s a Christian to Do with Harry Potter? P.8 l.16 –l.17
同 p. 7 l.15 – l.22。ただし、Neal は、最終的には、ハリー・ポッターシリーズにつ
いての判断は個々人に任せるべきものだとしている（同 p.9 l.16 – l.23）。
http://www.movieguide.org/index.php?s=aboutmovieguide（2007年3月2日現在）
http://www.movieguide.org/index.php?s=articles&id=76（2007 年 3 月 2 日現在）
http://www.movieguide.org/index.php?s=articles&id=83（2007 年 3 月 2 日現在）
『ナルニア国の父　C.S. ルイス』p.319 l.14 – p.320 l.1
『C.S. ルイスの世界』p.55 l.17 – p.56 l.1
『喜びのおとずれ』p.295 l.7 には、「扉を開こう、鎧を脱ごう、身を任せようという
気になった」こと、そしてそれから「わたしは自分のことを、やっと溶けはじめた
雪だるまのように感じた」（同 l.13）、とある。更に、C.S. Lewis は、神は愛である
こと（同 p.300 l.8 – p.301 l.3）、C.S.Lewis 自ら罪びとであること（同 p.297 l.14 
– l.17）イエス・キリストの福音（十字架上の死と復活）は現実のものであること（同
p.309 l.12- l.14）を確信していた。
聖書テサロニケ人への第一の手紙第 5 章 21 節
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